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概要
学術ポスターは文章と図表を組み合わせて研究内

容をまとめたポスターであり，論文の概要を短時間
で理解するのに効果的なフォーマットである．従来
の学術ポスターの自動生成に関する研究は主にレイ
アウトの生成を目的としており，コンテンツも含め
た生成は行っていない．そこで本研究では，学術ポ
スターに含まれる文章や図表，レイアウトを LLM
を用いて段階的に予測することで，学術ポスター全
体を生成する Paper2Posterシステムを構築した．定
量的および定性的な評価結果より，構築したシステ
ムは整列されたオーバーラップのない，視覚性に優
れたポスターを生成可能であることがわかった．

1 はじめに
学術論文は研究成果がまとまったものとしては基

本的なフォーマットだが，先行研究の論文を精読し
て内容を把握することは時間のかかる作業である．
これに対して学術ポスターは文章や図表を用いて研
究内容をまとめたポスターであり，短時間で研究の
概要を把握するのに効果的なフォーマットである．
しかし学術ポスターは学会の開催中に現地のみで
公開され，Web上で公開されないことも多い．また
arXivやジャーナルなどで公開されている学会に紐
づかない論文の場合，そもそもポスターが存在しな
いことがほとんどである．だが先行研究をまとめた
ポスターを人手で作成するには論文を精読する必要
があり，学術ポスターの目的である研究概要の把握
の高速化が達成できない．ここで論文から学術ポス
ターを自動で生成するシステムを構築することがで
きれば，先行研究を把握する作業を高速化し，研究
活動を促進することができると考えられる．
学術ポスターのためのレイアウト認識や生成を目

的とした SciPostLayout [1]は，LLMを用いた手法が

論文から学術ポスターのレイアウトを生成できる可
能性を示している．しかし SciPostLayoutにおける実
験はコンテンツを考慮しないレイアウト生成にとど
まっており，ポスターのコンテンツも含めたレイア
ウト生成およびポスター生成は行っていない．これ
に対して人間が学術ポスターを作成する場合，セク
ションや図表の数だけではなく，各要素に含めるコ
ンテンツも考慮してレイアウトを決定する．
そこで本研究では，LLMによる多段階推論を用
いてレイアウトとコンテンツの両方を考慮した学術
ポスターを生成する Paper2Posterシステムを提案す
る．具体的には，学術ポスターに含まれる文章や図
表を LLMを用いて段階的に生成し，その条件に基
づいてレイアウトを生成することで完成された学術
ポスターを生成するシステムを構築した．構築した
システムを評価するため，正解のポスターとの類似
度などに基づく定量的評価，および人間の研究者に
よる定性的評価を実施した．実験結果より，提案す
るシステムは整列されたオーバーラップのないレイ
アウトを生成可能であり，視覚性や構造性などの主
観的な評価項目においても優れたポスターを生成可
能であることがわかった．

2 関連研究
論文から図表を用いた資料を作成する関連研
究としては，Bandyopadhyay [2] らによるプレゼン
テーションスライドの自動生成システムがある．
Bandyopadhyayらは以下の 3つの理由からオープン
ドメインな生成タスクと比較してスライド生成タス
クをより難しいタスクだと定義している．(1)長い
文書全体を LLMに与えることは，コンテキスト長
制限のために困難である [3]．(2) LLMの性能はプロ
ンプト内のコンテキストの長さに比例して低下す
る [4]．(3)生成されたコンテンツの正確な配置が苦
手であり，ハルシネーションを起こしやすい [5, 6]．
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図 1 SciPostLayoutデータセットの例：収録されている学
術ポスター（左）およびアノテーションされたカテゴリ
と BBox情報（右）

これらの理由から，Bandyopadhyayらは論文からス
ライドを直接生成するのではなく，スライド生成を
単純な複数のサブタスクに分割し，これらを段階的
に処理することでプレゼンテーションスライドを生
成するシステムを実現している．本研究ではこのシ
ステムを参考に，多段階で論文から学術ポスターを
生成するシステムを構築した．
田中ら [1] は学術ポスターのレイアウト認識

や生成を目的として，手動でレイアウトがアノ
テーションされた 7,855 枚の学術ポスターとポ
スターに紐づけられた 100 本の論文が収録さ
れている SciPostLayout データセットを構築した．
SciPostLayout データセットの例を図 1 に示す．こ
のデータセットにおけるアノテーションカテゴ
リは Title, Author Info, Section, Text, List, Table, Figure,
Caption, Unknown の 9 種類である．構築したデー
タセットを用いて，田中らは学術ポスターのレイ
アウト生成実験を行なった．ここで論文からポス
ターレイアウトを生成するタスクとして，Gen-Tと
Gen-Pの 2つのタスクが定義されている．Gen-Tで
は GPT-4を用いて論文から抽出された要素タイプ制
約に基づきレイアウト生成モデルがレイアウトを生
成する．Gen-Pでは GPT-4を用いて論文を 1,000単
語以内に要約し，この要約に基づいてレイアウト生
成モデルがレイアウトを生成する．これらのタスク
におけるレイアウト生成実験では，LLMベースのモ
デルが整列されたオーバーラップの少ないレイアウ
トを生成可能であり，LLMが論文から学術ポスター
を生成するシステムとしてのポテンシャルを秘め
ていることが確認された．本研究では SciPostLayout
のレイアウト生成フレームワークを発展させ，ポス

ターのコンテンツも含めた生成を行うシステムを構
築することを目指す．

3 提案手法
SciPostLayout の Gen-T と Gen-P の 2 つのタスク
は，要素タイプ制約と要約文といった簡潔な条件で
のレイアウト生成であり，各セクションに含まれる
文章の長さや図表の数といった詳細な条件は考慮し
ていない．そのため，生成されたレイアウトを用い
てコンテンツも含んだ学術ポスターを直接生成する
ことは困難である．そこで，論文から学術ポスター
を生成するプロセスを以下の 3つのサブタスクに分
割して学術ポスターを生成する Paper2Posterシステ
ムを提案する．提案システムの処理手順は以下の 3
つに分割される．(1)学術ポスターに含むコンテン
ツ（文章や図）の生成．(2)学術ポスターのレイアウ
トの生成．(3)生成したコンテンツとレイアウトか
ら学術ポスターを生成．これらの処理を段階的に実
施することで，学術ポスターに含める具体的なコン
テンツに基づいたレイアウトを生成することができ
る．また生成したレイアウトと文章や図表のコンテ
ンツを組み合わせることで完成された学術ポスター
を生成することが可能となる．本手法は In-context
Learningを活用して既存の LLMのパラメータの調
整を行うことなく学術ポスターの自動生成を実現し
ている．Paper2Posterシステムのフレームワークの
概要を図 2に示す．また LLMを用いた処理に使用
したプロンプトを付録 A.1に示す．
学術ポスター生成を目的とした要約文の生成
始めに，LLMを用いて学術ポスター生成を目的
とした論文の要約を行う．これにより，論文に含ま
れる大量のテキストから学術ポスターに含めるべき
重要な部分を抜き出す．このとき，学術ポスターに
含めるべき図や表も抜き出すように指示する．ここ
で LLMは基本的にテキストのみを処理するための
モデルであり，図や表を画像として処理することが
できない．そのため，図や表のキャプションや本文
の引用部分に着目して学術ポスターに含めるべきか
否かを判断するようにプロンプトを設計した．
構造化データの生成
次に要約された論文テキストから LLMを用いて
学術ポスターを生成するための構造化データを生成
する．ここでいう構造化データとは，どのセクショ
ンにどの文章や図表が含まれるかを対応付けた構造
データである．ここでは zero-shotでプロンプトにタ
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**summary** : 
Title: Identifying Unvaccinated Individuals in Canada: A Predictive Model  

Authors: Kevin Dick, Ardyn Nordstrom  

1. Introduction
The decline in vaccination rates poses a threat to herd immunity, especially among Canadian seniors. This study aims to use 
Canadian health data to predict individuals' vaccination status and inform public health strategies. The 2009-2014 Canadian 
Community Health Surveys (CCHS) serve as the data source for model development.

2. Dataset Summary
The CCHS provides extensive annual health data from about 65,000 Canadian households. The surveys contain demographic, 
health condition, medical facility usage, and behavioral information. Variables were curated and converted to binary for analysis, 
with missing data leading to sample restrictions.

<figure> Figure1: Herd Immunity illustration </figure>

3. Methodology
The study utilized probit models to select significant variables from the CCHS for predicting flu vaccination status. A Random 
Forest classification model was then trained using 47 key variables, with separate models for individuals above and below 60 years 
of age.

<list> List1: Key variables influencing vaccination status, such as diseases, behavioral characteristics, exposure to the medical 
system, and living situation. </list>

4. Results
The model demonstrated a 96.4% positive predictive value for under 60s and an 80.1% negative predictive value for over 60s. An 
overall accuracy of 87.8% was achieved using two tailored Random Forest models with 25 trees each. The age of 60 was identified 
as an optimal boundary for splitting the dataset for model training and testing.

<table> Table3: Performance metrics of the Random Forest model </table>

5. Discussion and Policy Implications
The predictive model can guide vaccination promotion efforts, targeting unvaccinated high-risk seniors and reinforcing herd 
immunity among younger populations. Two policies are proposed: direct resources to likely unvaccinated seniors, and promote 
vaccination among the general younger population, excluding those likely already vaccinated.

6. Conclusions
Using a subset of significant variables from the CCHS, the study produced two Random Forest classification models that 
effectively predict flu vaccination status among Canadians. The models can aid public health officials in allocating resources to 
increase vaccination rates and enhance herd immunity across different age groups.

{'Title': 'Identifying Unvaccinated Individuals in Canada: A Predictive Model', 'Author 
Info': 'Kevin Dick, Ardyn Nordstrom', 'Sections': {'Introduction': {'Text': ['The decline in 
vaccination rates poses a threat to herd immunity, especially among Canadian seniors.', 
"This study aims to use Canadian health data to predict individuals' vaccination status 
and inform public health strategies.", 'The 2009-2014 Canadian Community Health 
Surveys (CCHS) serve as the data source for model development.'], 'List': [], 'Figure': [], 
'Table': []}, 'Dataset Summary': {'Text': ['The CCHS provides extensive annual health 
data from about 65,000 Canadian households.', 'The surveys contain demographic, 
health condition, medical facility usage, and behavioral information.', 'Variables were 
curated and converted to binary for analysis, with missing data leading to sample 
restrictions.'], 'List': [], 'Figure': ['Figure1: Herd Immunity illustration'], 'Table': []}, 
'Methodology': {'Text': ['The study utilized probit models to select significant variables 
from the CCHS for predicting flu vaccination status.', 'A Random Forest classification 
model was then trained using 47 key variables, with separate models for individuals 
above and below 60 years of age.'], 'List': ['List1: Key variables influencing vaccination 
status, such as diseases, behavioral characteristics, exposure to the medical system, 
and living situation.'], 'Figure': [], 'Table': []}, 'Results': {'Text': ['The model 
demonstrated a 96.4% positive predictive value for under 60s and an 80.1% negative 
predictive value for over 60s.', 'An overall accuracy of 87.8% was achieved using two 
tailored Random Forest models with 25 trees each.', 'The age of 60 was identified as 
an optimal boundary for splitting the dataset for model training and testing.'], 'List': [], 
'Figure': [], 'Table': ['Table3: Performance metrics of the Random Forest model']}, 
'Discussion and Policy Implications': {'Text': ['The predictive model can guide 
vaccination promotion efforts, targeting unvaccinated high-risk seniors and reinforcing 
herd immunity among younger populations.', 'Two policies are proposed: direct 
resources to likely unvaccinated seniors, and promote vaccination among the general 
younger population, excluding those likely already vaccinated.'], 'List': [], 'Figure': [], 
'Table': []}, 'Conclusions': {'Text': ['Using a subset of significant variables from the 
CCHS, the study produced two Random Forest classification models that effectively 
predict flu vaccination status among Canadians.', 'The models can aid public health 
officials in allocating resources to increase vaccination rates and enhance herd 
immunity across different age groups.'], 'List': [], 'Figure': [], 'Table': []}}}
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図 2 Paper2Posterのフレームワークの概略図

スクと出力フォーマットを明示することで期待する
出力を獲得している．
レイアウトの生成
ここでは構造化データを条件として 2段階でレイ

アウトを生成する．まず 1段階目の生成ではルール
ベースにより大まかなレイアウトを生成する．この
とき学術ポスターの向きや列数の条件に基づいたレ
イアウト生成を行う．次に 2段階目の生成では，1
段階目で生成したレイアウトと構造化データを条件
とする詳細なレイアウトを LLMを用いて生成する．
学術ポスターの生成
最後にコンテンツを含む構造化データとレイアウ

トから学術ポスターを生成する．提案システムでは
図表の生成は行わず，論文からクロップした図表の
画像データをそのままポスターに配置する．具体的
には生成したレイアウトの各領域と構造化データの
各コンテンツをマッチングさせ，各領域内に文章や
図表を配置することで，最終的な画像データとして
学術ポスターを生成する．

4 実験
提案システムの性能を評価するために，生成され

た学術ポスターのコンテンツとレイアウトを自動評
価手法を用いて定量的に評価した．また生成された
学術ポスターが論文の内容をわかりやすくまとめて
いるかを人手評価を用いて定性的に評価した．生成
された学術ポスターのコンテンツとレイアウトの定
量的評価では，SciPostLayoutデータセットのテスト
データに含まれる 50本の論文とポスターのペアを
使用した．生成された学術ポスターの定性的評価で
はWeb上で収集した CVと NLP分野の論文を使用
した．システムを構成する LLMとして，GPT-4o 1）

の 2つスナップショット (2024-05-13, 2024-08-16)を
使用した．

1） https://openai.com/index/hello-gpt-4o/

表 1 コンテンツ生成の定量的評価結果 (コサイン類似
度)．太字は最良の結果を表す．

Model Sentence-Sim Section-Sim
gpt-4o-2024-05-13 0.455 0.611
gpt-4o-2024-08-16 0.451 0.640

4.1 コンテンツ生成の定量的評価
生成された学術ポスターに含まれる文章と実際の
学術ポスターの文章との類似度について，文埋め込
みモデル [7]を用いて変換した埋め込みベクトルの
コサイン類似度で評価した．評価指標として以下の
2 つの指標を用いた．(1) Sentence-Sim: 文章を 1 文
ずつに分割して実際のポスターの各文と類似度を計
算し，最も高い類似度を評価値として使用する．(2)
Section-Sim: 各セクションの文章ごとに実際のポス
ターの文章と類似度を計算し，最も高い類似度を評
価値として使用する．評価結果を表 1に示す．表よ
り，Section-Simについて gpt-4o-2024-08-16が 0.640
のコサイン類似度を達成しており，実際の学術ポス
ターとある程度意味的に近い文章を生成できている
と考えられる．また Sentence-Sim は Section-Sim と
比較して低い評価値となっているが，これは文単位
で類似度を評価した場合の方が実際の文と類似して
いない文が含まれていた場合の悪影響が大きいため
だと考えられる．

4.2 レイアウト生成の定量的評価
ここでは実際のレイアウトを必要としない指標
として alignment，overlapの 2 つの評価指標を用い
た．Alignmentは生成されたレイアウト内の要素が
どの程度整列されているかを評価する指標である
[8, 9]．Overlap は任意の 2 要素についてオーバー
ラップしている領域の大きさを評価する指標であ
る [8, 9]．どちらの指標も値が小さいほど良いレ
イアウトであることを意味する．また実際のレイ

― 1299 ― This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
 (https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



表 2 レイアウト生成の定量的評価結果．Portlait n columnは縦向き n列のポスターを表し，input orientationは実際のポス
ターと同じ向きの 3列のポスターを表す．↑は値が大きいほど性能が高いことを意味し，↓は値が小さいほど性能が高い
ことを意味する．太字は最良の結果を表し，下線は次点の結果を表す．

Task Model Alignment↓ Overlap↓ LTSim↑
Gen-T gpt-4o-2024-08-06 0.000 0.116 0.6859
Gen-P gpt-4o-2024-08-06 0.000 0.021 0.6837
Paper2Poster
(portrait 1 column)

gpt-4o-2024-05-13 0.000 0.000 0.6306
gpt-4o-2024-08-06 0.000 0.000 0.6404

Paper2Poster
(portrait 2 column)

gpt-4o-2024-05-13 0.000 0.000 0.6363
gpt-4o-2024-08-06 0.000 0.000 0.6317

Paper2Poster
(portrait 3 column)

gpt-4o-2024-05-13 0.000 0.000 0.6374
gpt-4o-2024-08-06 0.000 0.000 0.6308

Paper2Poster
(input orientation)

gpt-4o-2024-05-13 0.000 0.000 0.6338
gpt-4o-2024-08-06 0.000 0.000 0.6390

表 3 ポスター生成の評価結果
視覚性 構造性 明瞭性 網羅性 正確性

平均値 3.80 3.78 3.70 3.43 3.75
標準偏差 0.65 0.80 0.79 0.90 0.93
最大/最小 5 / 2 5 / 2 5 / 2 5 / 1 5 / 2

アウトとの類似度を測る評価指標として，最適輸
送ベースの類似度評価指標である LTSim [10]を用
いた．評価結果を表 2 に示す．表より，提案する
Paper2Posterシステムは alignment，overlapがほぼ 0
のレイアウトを生成できていることが確認できる．
また LTSimでは Gen-Tが最も高い性能を達成して
いるが，Paper2Posterも同等の性能を達成している
ことが確認できる．

4.3 ポスター生成の定性的評価
ここでは Paper2Poster (gpt-4o-2024-08-06)が生成し

た学術ポスターを定性的に評価した．SciPostLayout
データセットに含まれる論文の分野は多岐にわた
り，生成されたポスターの適切な評価者を選定す
ることが難しい．そこで本実験では CV分野 5本，
NLP分野 5本の最新論文を新たにWeb上で収集し，
これらの論文から学術ポスターを生成して定性的
に評価した．生成した 10本の学術ポスターを視覚
性，構造性，明瞭性，網羅性，正確性の 5つの観点
ついてそれぞれ 5段階で評価した．各評価指標の詳
細は付録 A.2に示す．評価者として CVおよび NLP
分野に精通した 4名の研究者を選定し，評価を依頼
した．評価結果を表 3に示す．表より，全体的に視
覚性，構造性，明瞭性の評価値が高いことから，ポ
スターのコンテンツが見やすいレイアウトで論理的
に配置されていること，また情報が簡潔でありなが
らも要点が伝わるコンテンツが生成できているこ
とが確認できる．Paper2Posterが生成した学術ポス

図 3 Paper2Posterが生成した学術ポスター

ターの例を図 3に示す．図より，生成した学術ポス
ターのレイアウト要素が論理的に配置されており，
人手で作成する場合に近いポスターが生成できてい
ることがわかる．しかし生成された学術ポスターの
中には図の空白部分が大きい場合やアスペクト比を
無視した配置になっている場合も確認できる．

5 おわりに
本研究では学術ポスターを自動で生成する

Paper2Posterシステムを提案した．提案システムは
ポスター生成を複数のサブタスクに分割し，多段階
でコンテンツやレイアウトを生成することで学術ポ
スターを生成する．定量的な評価実験より，提案シ
ステムは整列されたオーバーラップのないレイアウ
トを生成できることが確認できた．また定性的な評
価実験より，情報が簡潔でありながらも要点が伝わ
るコンテンツが見やすいレイアウトで論理的に配置
されている学術ポスターが生成できていることを確
認した．今後は大規模な Paper2Posterデータセット
を構築し，また学術ポスター生成システムの性能を
向上させる方法について検討していく．
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"""Create content for a research poster from the provided paper. The poster 
should be clear, concise, and visually appealing, including the title, author names, 
and **4 to 6** main sections summarizing key points. Omit sections like 
'Competing Interests,' 'Authors' Contributions,' and 'Acknowledgements.'

- **Title and Authors:** Provide the full title and all authors' names.

- **Content Sections:** Create 4 to 6 sections with:
- Descriptive titles.
- Concise summaries of key points, such as methods, findings, and conclusions.
- Relevant figures, or tables immediately following the related text, using: 

`<figure> Figure1: [Title/Description] </figure> ,̀ `<table> Table3: 
[Title/Description] </table>`.

- Even if it is written in an abbreviation such as fig, please write <figure> and 
"Figure[number]:".

- Please make sure that the figure [numbers] shown here correspond to the 
numbers within the paper.

- **Please carefully select and include only up to five figures and tables in your 
poster, focusing on those that are essential and most relevant to your content.**

- Don't necessarily need to use figures, or tables. Just choose what you need for 
your poster.

- **Style and Format:**
- Match the content to the paper's abstract and main body.
- Follow the required format; only summarize the specified sections.

**Output Format:**
Title: [Paper Title]  
Authors: [Author Names]  
1. [Section Name]
[Section Text]  
<figure> Figure1: [Figure Title or Description] </figure>  
2. [Section Name]
[Section Text]  
<figure> Figure3: [Figure Title or Description] </figure>  
3. [Section Name]
[Section Text]  
<table> Table3: [Table Title or Description] </table>  
4. [Section Name]
[Section Text]  
...
"""

図 4 ポスター生成を目的とした要約文の生成プロンプト

A 付録
A.1 プロンプト

Paper2Poster システムで使用したプロンプトを
図 4-6に示す．これらのプロンプトはタスクの定義
や出力形式を詳細に指定して期待する出力を実現し
ている．

A.2 定性的評価指標の詳細
生成した学術ポスターを定性的に評価するための

指標の詳細を下記に示す．評価指標は以下の 5つで
あり，それぞれ 5段階 (5 -非常に良い，4 -良い，3 -
普通，2 -悪い，1 -非常に悪い)で評価する．

• 視覚性
観覧者が理解しやすく，見やすいデザインに
なっているかを評価．

• 構造性
ポスター内の情報がどれだけ論理的に配置さ
れ，良い流れになっているかを評価．

• 明瞭性
情報が簡潔でありながらも要点が伝わるように
構成されているかを評価．

• 網羅性

"""Please extract the following data from the summary text:

Title
Author Info
Section
Additionally, for each section (excluding such as "Acknowledgements"), please 
organize and provide the following information: Text, Caption, Figure, Table.
If the number of sections is 7 or more, please select and include only the sections 
necessary for the poster.
Please place the data in the <> part of output fotmat in the specified format.
**For figures, please include the prefix text, such as Figure1, whenever 
possible.**

Format the output as follows:
```json
{

"Title": <"str format">,
"Author Info": <"str format">,
"Sections": {

<"str format">:{
"Text": <[list format]>,
"Figure": <[list format]>,
"Table": <[list format]>

}
<"str format">:{

"Text": <[list format]>,
"Figure": <[list format]>,
"Table": <[list format]>

}
}

}
```
"""

図 5 構造化データの生成プロンプト
"""Your task is to create a detailed scientific poster layout based on the provided 
"section area" information. The layout should be designed according to the 
specific sections and their respective ranges, taking into account the content.

**Domain**: Scientific Paper Poster Design

**Canvas Size**: Width: 120px, Height: 160px

**Requirements**:
- Arrange the contents (sections, text, figures, lists) within the designated 
"section area" so that they **completely fill the area without any overlap**.
- Use only the provided "section areas" from the Section Area Layout; do not 
create new ones.
- Ensure figures are not too wide.
- Position the "Section" title logically at the top of each "section area."
- **Please check carefully whether there are any parts without contents in the 
"section area".**
- **Carefully choose the left, top, width and height values.**
- Keep the "Title" and "Author Info" in their designated positions within their 
respective section areas.

**Important**:
- The HTML will be parsed automatically, so adhere strictly to the format 
provided. Adjust only the number of sections, their sizes, and positions based on 
the content volume.
- Provide the layout **strictly** in the following HTML format. Ensure that the 
output matches this format exactly, including HTML tags, class names, and inline 
styles. Do not include extra whitespace before the `<div>` tags.

**Example**:

<few-shot example>

Consider the layout while referring to this example.:
"""

図 6 レイアウトの生成プロンプト

ポスターが論文の重要な情報をどれだけ包括的
に提供しているかを評価．

• 正確性
ポスターに記載されている情報が事実に基づい
ているかを評価．
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